
 

非常変災等に対する予防及び対応 

(1)  荒天時（大雨、暴風警報等)の対応 

①   高体連専門部は、テレビ、ラジオ、インターネット等により大雨や暴風等の気象情

報を随時確認・収集する。  

②   事前に設定した時刻 (例：競技開始３時間前等 )において、大雨警報、暴風警報 (風

速２０m/s 以上)等が発令されている場合は、原則として、競技会を中止とする。そ

の際、各チーム、関係機関、役員・補助員等には迅速に連絡をする。  

③   午前８時までに大雨警報、暴風警報等が解除された場合は、警報解除後に、各チー

ム、関係者、役員・補助員等の安全を確認した上で集合させ、大会開催の準備が整う

場合は、競技を開始することができる。 (競技開始、再開の場合についても事前に設

定した終了時刻を厳守すること。 ) 

④   午前８時の段階で大雨警報、又は暴風警報が解除されていない場合は、それ以降に

解除されたとしても、その日の競技会は原則として中止とする。  

 

(2)  落雷（降雨含む）に伴う対応 

①   競技大会前の事前準備  

 参加者の安全を確保するために、落雷等の急激な気象状況の変化に対して、大会

前に以下の準備をする。 

ア 避難の必要が生じる場合を想定した避難場所・経路の確保及び指定 

(特に屋外競技) 

イ 雷をはじめとする急激な気象変化を予見するための情報入手方法の決定 

ウ 継続・中断・中止を判断する責任者と判断手順の決定 

②   競技の中断・中止等の判断  

専門部(主に屋外競技)は、落雷の気象状況変化の情報を早期に収集し、事前に定

めた方法により競技の中断・中止等を適切に判断する。 

 また、必要に応じて、参加者に対し、気象状況や避難誘導のアナウンスを行う。 

※  落雷の場合、雷鳴が聞こえる距離（約１０㎞）の範囲内は、その場に落雷

する可能性があるため、十分注意する。 

 

(3)  その他の災害に対する対応 

①   光化学スモッグ注意報  

 光化学スモッグ（オキシダント)の濃度が高くなると、人によっては目やのどの

痛み、吐き気等の健康被害が発生する場合があるため、ホームページ等から情報を

収集し、対応にあたること。 

ア 注意報の発令 

  光化学スモッグ注意報は、県内各地域にある測定点のうち、１つでも大気中に

おけるオキシダント濃度が１時間値０．１２ｐｐｍ以上である状況になり（測定

点がない地域については、周辺地域における測定点の状況により）、気象条件から

みて、その状態が継続すると認められたときに発令されます。 



 

イ 注意報発令後の対応 

  大会参加者の健康状態の監視を継続するとともに、光化学オキシダントによる

ものと思われる健康被害の報告があった場合は、競技を一時中断し被害の拡大防

止に努める。 

ウ 被害発生時の対応 

  専門部は、競技会場において光化学オキシダントによると思われる健康被害の

報告があった場合は、次の措置を行う。 

・  目やのどに刺激や痛みを感じた場合は、洗眼や洗顔、うがい等を行い屋内や日

陰などで静養させる。 

・  頭痛や手足のしびれ、吐き気、呼吸困難、失神などの症状が生じた場合は、医

療機関に搬送する。 

・  被害の発生状況について、速やかに大会本部へ報告するとともに、関係機関の

調査に協力する。 

 

②    地震  

ア 避難の必要が生じる場合を想定した避難場所・経路の確保及び指定  

イ 地震発生後のアナウンス（例）  

「ただいま地震が発生しましたので、競技会を一時中断いたします。現在、係員

が調査中ですので、次のお知らせまで、しばらくの間、そのままお待ちくださ

い。」 

※ 津波警報（注意報）が発令された場合のアナウンス  

「ただいま津波警報（注意報）が発令されましたので、競技会を一時中断いたし

ます。現在、係員が調査中ですので、次のお知らせまで、しばらくの間、その

ままお待ちください。（又は、皆様の安全のため、競技会を中止し、ただいまよ

り一時避難していただきます。係員が誘導しますので、係員の指示に従って避

難を開始してください。）」 

ウ 被害状況の確認  

・施設職員と協力して施設内を巡回して被害状況の確認を行う。また、テレビ、ラ

ジオ、インターネット等により地震情報を確認し、合わせて関係者に伝達する。 

エ 被害が発生した場合  

・火災発生の場合は初期消火に当たる。  

・施設破損した場合→ 現場を確認し、危険がある場合は観客等が立ち入らないよ

うにする。 

・負傷者が発生した場合、負傷者を処置する。  

・重症傷病者など医療機関に搬送する必要があると判断した場合は、応急処置を行

った上で、119 番通報して、救急車の出動を要請する。  

オ 専門部は、被害状況等を基に競技会の中止及び大会参加者の避難について、必

要に応じ関係機関を含め対応を協議する。  

カ 専門部は、被害の状況等を勘案して、大会参加者を避難させる。  



 

③   火災 

ア 火災が発生した場合、大声で周囲の人に注意を呼びかける。 

イ 非常ベルを押し、施設管理者に通報する。 

ウ 専門部は、施設職員と協力して、消火器により初期消火に当たる。 

エ 消防隊員が到着したときは、消火活動を引き継ぐ。 

オ 負傷者が発生した場合、負傷者を搬送する。 

   カ 専門部は、火災及び被害の状況等を基に、競技会の中止及び大会参加者の避難

について、必要に応じ関係機関を含め対応を協議する。 

 

(4) 入場者、その他一般県民等とのトラブル 

入場者やその他一般県民等とのトラブルが発生した場合は、現場の様子を確認のうえ、

臨機応変に 110 番通報する。 

 

 

(5)  競技会開催中の気象情報等入手方法（参考） 

情報 情報元・連絡先等 

天気一般 

（大雨・暴風等） 

・地方気象台ホームページ 

・地方気象台 観測予報課 

 

台風 
・気象庁ホームページ（台風情報） 

http://www.jma.go.jp/jp/typh/  

地震 
・気象庁ホームページ（地震情報） 

http://www.jma.go.jp/jp/quake/  

紫外線 
・気象庁ホームページ（紫外線情報分布図） 

http://www.jma.go.jp/jp/uv/  

光化学オキシダント 
・環境省大気汚染物質広域監視システム「そらまめくん」 

http://soramame.taiki.go.jp/  

 

(6)  代替日の設定及び参加校への連絡 

・競技会を中止した場合、全国大会等への代表権がかかっており、代替日を設定する必

要がある場合は、学校行事等を十分考慮する。  

なお、代替日は原則として週休日に設定する。週休日の設定が無理な場合は高体連事

務局に相談する。  

また、参加校へは専門部長名で連絡する。 


